
【講師】高知大学 副学長 イノベーションセンター長 教授 石塚 悟史 氏

【略歴】 愛媛大学大学院連合農学研究科で博士（農学）を取得後、科学技術振興機構の
科学技術コーディネーターとして地域産業支援に携わる。高知大学では、産学官民連携、
地域イノベーション、技術移転、知的財産活用を推進し、地域課題の解決と地方創生に
取り組んでいる。その他、株式会社テクノネットワーク四国 取締役、株式会社旭みらい
創造研究所 取締役などを務める。

＜高知大学の研究成果の事例紹介＞

＜産学官連携の進め方や成功事例等に関する講演＞
演題：「地域経済の未来を見据えた産学連携事業について考える」

2026年９月２５日（金） １３:３０～１６：２０
（受付開始 １３：００～）

高知大学 物部キャンパス ５－１講義室
（高知県南国市物部乙200）

＜高知大学の研究施設見学＞

○産学官連携を効果的に進めるためのポイントを解説！
○高知大学イチ押しの研究成果を紹介！
○高知大学の最先端研究施設を見学する機会を提供！

●共催：高知大学 イノベーションセンター、四国経済連合会 産業振興委員会

・IoP (Internet of Plants)による持続可能な次世代農業実現への挑戦
高知大学 IoP共創センター 特任教授 岡林 俊宏 氏

高知県で実施するIoPプロジェクトは、AIやIoTを活用して農作物の生育・環境データを可視化する取組み。

データ駆動型の最適な栽培により、生産性の飛躍的な向上と持続可能な次世代農業の実現を目指す。

・現場ニーズから始まったアユ放流種苗の健全化に向けた研究
高知大学農林海洋科学部講師 莚平裕次氏

高知県内水面漁業センターおよび高知県内水面漁業協同組合連合会との意見交換を契機として開始した
研究を紹介。海藻添加飼料の効果検証や、屋内飼育下におけるビタミンDの役割に着目した新たな研究
展開について説明。

・上記研究成果の事例紹介に加え、イノベーションセンターの紹介も実施

・IoP共創センター
高知県の産学官民が連携して推進するIoP（Internet of Plants）プロジェクトの中核拠点

AI・ICT技術により農業DXを先導する高知大学の教育研究拠点

・水産生物飼育研究施設
淡水生物を対象とした基礎研究から、養殖技術、飼料・ワクチン開発、環境影響評価まで、水産業の

課題解決に取り組む実験室併設型の淡水生物飼育研究施設

●後援：四国商工会議所連合会



【申込方法等】
◇四国経済連合会HP【https://www.yonkeiren.jp】にアクセスし、

「四経連の今後の行事予定」⇒「産学官連携推進セミナー」申込フォームから
お申込みください。【申込期限：９月４日（金）】
下記QRコードからもお申込みが可能です。

・天候等の影響で、急遽、開催内容の変更や開催中止とさせていただく際は、
メールまたは電話等でお知らせをする予定ですが、皆様への連絡漏れを避ける
ため、事前に当会HPで状況のご確認をお願いします。

【お問い合わせ先】
四国経済連合会 産業経済部

馬場 baba@yonkeiren.jp、永田 nagata@yonkeiren.jp
TEL ： 087-851-6032 FAX ： 087-821-9384

■プログラム

鉄道で
･JR土讃線 後免駅より車で15分
･土佐くろしお鉄道 ごめん･なはり線 立田駅より車で５分､徒歩30分

お車で 飛行機で
高知自動車道 南国ICより20分 高知龍馬空港より徒歩15分

内 容時 間

四国経済連合会 産業振興委員会 委員長（宇治電化学工業 西山会長）開会挨拶13：30～13：35

＜産学官連携の進め方や成功事例等に関する講演＞
演題：「地域経済の未来を見据えた産学連携事業について考える」
講師：高知大学 副学長 イノベーションセンター長 教授 石塚 悟史 氏

13：35～14：30
（55分）

＜高知大学の研究成果の事例紹介＞
・IoP (Internet of Plants)による持続可能な次世代農業実現への挑戦
高知大学 IoP共創センター 特任教授 岡林 俊宏 氏

・現場ニーズから始まったアユ放流種苗の健全化に向けた研究
高知大学 農林海洋科学部 講師 莚平 裕次 氏

14：30～15：10
(40分）

休憩15：10～15：20

＜高知大学の研究施設見学＞
・IoP共創センター
・水産生物飼育研究施設

15：20～16：20
（60分）

QR
コード

■会場および駐車場■アクセス

⑭遺伝子実験施設に隣接した 学生用駐車場を
ご利用いただけます。（無料）


